
 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



児童支援    「だれもが」「安心して」「豊かに」学校生活を送れることを目指して 

□1 いじめ防止の取組 

「小机小学校いじめ防止基本方針」を学校の柱として位置づけ、未然防止・早期発見・実態把握・対応方針を軸に、組

織的・計画的かつ迅速に取り組む。 

（１）校内支援体制の充実と組織的な取組 

いじめ防止対策委員会 

構成員： 校長、副校長、主幹教諭、教務主任、児童支援専任、特別支援教育コーディネーター、養護教諭、 

人権教育推進担当、関係児童の担任および学年主任 

〇月に１回のいじめ防止対策委員会で情報を共有し、組織的、継続的に支援体制をとる。 

  〇スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、関係機関と連携を図り、多面的・多角的な視点で支援する。 

  〇学年だけでなく学校全体がチームとなり、児童の実態に応じた適切な教育環境を整備していく。 

  〇教職員に対する研修を充実させる。（いじめの定義の理解等） 

（２）児童指導の充実 

〇いじめアンケートや YPアセスメントシートを活用した児童の実態把握 

〇全児童を対象とした教育相談や、「ＳＯＳサインの出し方教育」等の計画的な実施 

〇子どもを見守る体制づくりの強化や、学校内外にわたる児童の安全確保 

〇体験や経験を通して獲得した自己有用感に基づく規範意識の形成 

〇人権尊重の精神に立った指導 

〇いじめの起きにくい風土づくり 

  □2 個のニーズに応じた特別支援 

児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適

切な指導及び必要な支援を行うものである。（「特別支援教育の推進について」文部科学省平成１９年） 

（１）さまざまな支援 

個別支援学級（５・６組） 

児童一人一人の教育的ニーズに応じて、身に付けさせたい資質・能力を明確にし、目標、学習内容を設定し、指導、

支援をしていく。 

特別支援教室（わくわくタイム）  

個別に教育的支援が必要な児童へ、より充実した支援と体制の整備を目指し、特別支援担当教諭と担任、保護者等

で協力して支援し、それぞれの児童の力をさらに伸ばしていけるようにする。 

通級指導教室  

個々に応じた特別な支援や教育を行う。なお、対象となる児童は、通級指導教室が設置されている学校に通い、指導

を受ける。（保護者同伴） 

国際教室  

日本語の指導が必要な児童へ、初期日本語指導や教科学習の支援を国際教室担当教諭が中心となって行い、児童

の力をさらに伸ばしていけるようにする。 

（２）特別支援教育充実のための取組 

〇教職員が児童の特性、よさを理解し、関わり方のモデルとなる。 

〇安心して学習や生活をするためのルールづくりや、落ち着いて過ごすための環境整備を行う。 

〇「わかる、できる、楽しい」授業づくりのために、教材を研究したり、教具を工夫したりする。 

〇児童一人一人の「よさ」を生かし、「困難さ」に応じた指導および支援を行う。 

〇支援方法等について、全教職員の共通理解を図り、校内研修を充実させる。 



学校保健について 

 

１．基本的な生活習慣を身につけるための支援をしていきます。 

    ・睡眠（早寝早起き） ・食事（朝ごはん） ・運動 

    ・歯みがき 学校歯科校医の小机歯科さんの協力を得ながら 

          自分にあった歯の磨き方を習得するための【歯磨きチェック】を 

          実施します。 

 

２．感染症対策 

    ・基本となる【手洗い】について保健委員会の活動として取り上げて 

     全校に広げていくような活動をしていきます。 

    ・ノロウイルスによる感染性胃腸炎等の広がりを防ぐために【ケロケロ袋】の 

     携帯を呼びかけていきます。 

 

３．学校保健委員会の取組 

    ・昨年のアンケートの身につけてほしい力【人にやさしくする力】から 

     相手のことを考えながら自分の言葉で自分の気持ちを伝えることができる 

     などコミュニケーション能力の向上につながるようなテーマをとりあげて 

     取り組んでいきます。 

 

４．安全面での取組 

    ・【廊下を静かに歩こう】をテーマに保健委員会の活動として取り組んでいきます。 

     昨年、学校保健委員会のテーマとして取り組みましたが、なかなか浸透せず今 

     も走っている人をたくさん見かけます。少しずつお互いが注意をしあう声も聞かれるようになってきましたが、注意

をしあうのではなく一人ひとりが意識できるようにする取組を、今年度は、子どもたちの目線で考えてみよう

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

防犯の関係上、日課表と学校防犯の内容は削除して掲載して

おります。 

 

 

 

 

 


